
第34回定例公安委員会開催概要

開催年月日：令和７年10月29日（水）９:30～11:25

出 席 者 ○ 公安委員会…佐藤千鶴子委員長、大森亮一委員、紀惠理子委員
○ 警 察 本 部…警察本部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長

交通部長、警備部長、情報通信部長、首席監察官、サイバー対策センター長ほか

１ 報告事項
⑴ 令和８年栃木県警察基本姿勢及び重点目標の策定について

警務部長から、本県警察の業務運営の指針として、職員個々の業務推進意識を高め、各種施策
を効果的に推進するとともに、警察の業務を県民に周知し、その理解と協力を得ることを目的
として、令和８年栃木県警察基本姿勢及び重点目標を策定したことについて報告があった。
委員から「策定した基本姿勢及び重点目標が実効性を持つよう、全ての警察職員への周知徹底

と理解促進に努めてもらいたい。」との意見があった。
⑵ 令和７年度第２四半期における警察本部長の行う随時監察実施結果について

首席監察官から、９月４日から９月22日までの間に実施された第２四半期随時監察の結果について
報告があった。
委員から「監察は、組織の健全性を保つ上で極めて重要であり、現場の見落としを防ぐ意義が

大きい。今後も効果的な取組は評価しつつ、適切な監察を継続してもらいたい。」との意見があった。
⑶ 令和７年度県民の警察官表彰受賞者の決定及び表彰式の開催について

首席監察官から、選考により令和７年県民の警察官表彰受賞者が決定し、11月13日に栃木県庁
昭和館において表彰式が開催されることについて報告があった。
委員から「警察官の模範となる優れた功績をたたえる名誉ある賞であり、受賞者はもとより、

家族や同僚にとっても大きな励みとなる。県民に対する警察の信頼と理解を一層深める意義深い
表彰であり、受賞者の皆様に敬意を表する。」との意見があった。

⑷ 狩猟期における猟銃等に係る事件・事故の防止と指導取締りの推進について
生活安全部長から、11月15日から翌年２月15日までの狩猟期間及び延長期間等において、狩猟等

に係る事件・事故を防止するため、銃砲刀剣類所持等取締法に基づく猟銃等の不法所持及び発射
制限違反並びに火薬類取締法に基づく実包の貯蔵違反等に対する指導取締りを強化することについて
報告があった。
委員から「狩猟期における猟銃等の適正な取扱いは、県民の安全確保と野生動物被害対策の

両面で重要である。事件・事故防止のための指導取締りを徹底するとともに、適法かつ安全な
狩猟活動の推進を図ってもらいたい。」との意見があった。

⑸ 官民連携組織の総会の合同開催について
警備部長から、サイバーテロ、国際テロ及び技術情報流出対策を推進している各ネットワーク等

の有機的な連携及び効率化を目的として、11月11日に栃木県庁研修館において、官民連携組織の
合同総会を開催することについて報告があった。
委員から「官民連携組織の合同総会は、テロ対策や技術情報流出防止に関する関係機関の連携

を深め、実効性のある安全対策を推進するうえで重要な場である。警察を中心に、顔の見える関係
づくりと情報共有を進め、危機対応力の一層の向上を図ってもらいたい。」との意見があった。

２ 個別案件事項
⑴ 意見の聴取の開催について

交通聴聞官から、本日開催した意見の聴取に係る運転免許取消処分対象者の処分事由及び聴取
結果について報告を受け、審議の上、12人に対する処分を決定した。

⑵ 聴聞の開催について
交通聴聞官から、本日開催した聴聞に係る運転免許取消処分対象者の処分事由及び聴聞結果に

ついて報告を受け、審議の上、８人に対する処分を決定した。
⑶ 意見の聴取、聴聞の日時決定について
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交通聴聞官から、11月12日午前８時30分から運転免許取消処分対象者12人に対する意見の聴取
を、同日午前９時00分から同対象者６人に対する聴聞を、それぞれ運転免許管理課において開催
することについて報告を受け、これを了承した。

⑷ 警察職員等の援助要求について
警衛警護室長から、警察法第60条第１項の規定に基づき、三重県公安委員会から援助要求を

受けたことについて報告を受け、これを了承した。
⑸ 令和７年９月中における意見の聴取等の実施状況について

運転免許管理課から、９月中における意見の聴取等の実施状況について報告を受け、これを
了承した。

⑹ 令和７年９月中における運転免許試験の実施状況について
運転免許管理課から、９月中における運転免許試験の実施状況について報告を受け、これを

了承した。


